
○短いオノマトペの大きな力
オノマトペ絵本を多数出版している谷川俊太郎氏は、著

書のオノマトペ絵本の人気について、「大人たちの頼る

『意味』の世界に対して、意味以前の『存在』の手ざわり

を絵と言葉を通して表現しているのではないか」と自ら分

析しています1）。詩人の谷川氏が、言葉を自在に操って日

本語オノマトペを生み出し、絵本を創出し続けているので

す。オノマトペ絵本界の位置づけがおわかりいただけると

思います。

日本語は「ア、イ、ウ、エ、オの5つの母音しかなく、

音節が全部で112しかない」2）ことより、「ゲラゲラ」「ニ

コニコ」「クスクス」のように「二音節反復型のオノマト

ペ※ 1が異常に発達した言語」3）です。英語では「laugh」

（笑う）だけでなく「sneer」「grin」等々、「笑う」という意

味の単語をたくさん持ち4）、擬態語を使わずに言葉そのも

ので笑いの程度を示すことが多いようです。英語の擬態語

は200～300くらいで、日本語はその5倍以上あると言わ

れています5）。

田森育啓氏は「典型的なオノマトペは出来事全体を描写

するので、それ自体、非常にヴィヴィッドな描写力を持っ

ている。」と解説し、「ぐつぐつ」「くるくる」というよう

に「言語音を利用して現実の音・声・動作などを模倣して

作られた言葉なので、普通の言葉と違い、オノマトペに含

まれている音と意味の関係はより密接である」と言いま

す6）。だからこそ、オノマトペを聞いただけでそれがどん

な事柄を表わしているか容易にイメージでき、まだ言葉を

理解できない乳児がオノマトペの音によって感覚に刺激を

受け、言葉の意味を知る大人と共鳴することができるので

す。

生後2か月齢の乳児親子のお話をしましょう。わらべ歌

絵本『ととけっこう よがあけた』（こぐま社）の絵を見せ

ながら司書が「ととけっこう よがあけた ひよこちゃん お

きてきな」と歌い始めると、お母様は赤ちゃんを抱いたま

まリズムを取ります。ページをめくると「ぴよぴよぴよ

おはよう」の文字と、動き出すひよこの絵が目に飛び込み

ます。絵本の文字どおりに読んだだけでは乳児は反応を示

しませんが、2回目の「ぴよぴよぴよ」を発した段階で表

情が変わり、3回、4回と繰り返し読みをするうちに足を

伸縮させるのです。「ぴよぴよ」を繰り返している間は、

この反応です。猫の「にゃーん」も、ぶたの「ぶうぶう」

も同じで、活字通りの一語を発しただけでは反応しません

が、繰り返すことによって足をバタバタさせながら笑って

いるようです。

乳児の感覚を刺激するオノマトペは、繰り返すことで感

覚へ伝達され、感じたままの喜びを全身で表現します。初

対面の大人が発する絵本の言葉によって、2か月齢の乳児

が前述のように大きな反応を示すことは稀ですが、全くな

いわけではないのです。反応を示さなくても、乳児の感覚

に届いているのです。これが「絵本は新生児から」とする

理由です。もちろん、胎児期からの読み語りがスタートな

のですが…。
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○胎児への読み語りが大切なわけ
在胎35週で胎児の聴力が発達するのですが、胎内環境

の物理的特性より外界で耳にするような音は伝わっておら

ず、胎児が始終聞いている声は「お母さんの声」です7）。

また、出生後の知覚に効果をもたらすのは通常の出産の5

週前からです。重要なことは、既に定説化されている生後

の子どものコミュニケーションに意味ある胎内環境音と

は、母親の発する声に限定されるという考えなのです8）。

しかし、妊娠8か月未満であっても、胎児とコミュニケー

ションを図ったり、胎内環境を整えたり、あるいは妊婦で

あるお母様自身の精神衛生状態を良好に保ったりするうえ

で、読み語りは効果があると考えられています。

○乳児の情緒的発達に効果をもたらす刺激
比較行動学者の正高信男氏は、「赤ちゃんが外界とコ

ミュニケーションを図ろうとする際、周囲から入力される

情報は最初、メロディーとしてやってくる」、そして「生

まれた直後に、自分にとって母語となるべき音の体系へ選

択的に注意を仕向けられるような心的メカニズムが、すで

に遺伝的に備え付けられていて、（中略）それは、メロ

ディーにのせられた歌への関心にほかならない。ついで、

興味は『おはなし』へと向いていく」と、実験研究により

明らかにしています。つまり、「童謡も童話も、子どもか

らの欲求に裏付けられた産物である」と結論づけているの

です8）。

生まれつきメロディーに反応する乳児が、音楽的でリズ

ミカルなオノマトペに反応を示すのは必然的なことであ

り、「メロディー」と「お話」の中間にあるオノマトペは、

新生児・乳児の発達に必要なもので、オノマトペ絵本は、

必須アイテムであるということです。童謡を歌ってあげる

ことと同じくらいオノマトペを聴かせてあげて、乳児の感

覚をどんどん刺激することは発育に適したことなのです。

乳児は、生後2、3カ月になると人の顔を見て微笑む

「社会的微笑」ができ、4か月頃になると、声を立てたり

大きな口を開けたりして「笑う」ことができるのです。こ

の笑いは、抱き上げるなどの身体刺激や、リズムのある声

を聴かせるなどの聴覚的刺激によって引き起こされること

が多いようです8）。

前回の「オノマトペ Part 1」で、オノマトペ絵本と3～5

か月齢の乳児との関係を事例で紹介しましたが、いずれも

乳児期の情緒の発達段階に適した反応なのです。リズミカ

ルな擬音語・擬態語による聴覚的刺激が乳児の感覚を刺激

して、「笑い」を引き起こしているのです。はじめに紹介

した2か月児の反応は、家庭で8歳と3歳のお姉ちゃんに

毎日あやしてもらうなど、たくさんの刺激を受け続けたこ

とで「笑い」の発達が早くに起こり、「笑った」ように見

えたと言えるでしょう。

○ニコニコキャッキャッ、赤ちゃんとオノマトペ絵本
前号で取り上げた絵本を中心に、3～6か月児の感覚を

刺激するオノマトペ絵本をみていきましょう。

ブックスタートの定番である『ごぶごぶ こぼこぼ』（福

音館書店）は、視覚と聴覚的刺激双方によって、乳児が絵

本の楽しみを知ることができる、はじめの一冊です。雨の

音を巧みに表現した『ぴっつんつん』（くもん出版）は、

擬音語・擬態語を研究している後路好章氏が構成に当たっ

た絵本です。終始「つんつん ぴっつんつん」と軽妙なオ

ノマトペでさまざまな雨の音を表現した本書は、絵の効力

と合わせて大人も思わずにこやかになります。絵は、原色

や太い実線ではありませんが、モノクロから色が発生して

いき、カラフルな色がどんどん増えていく構成となってお

り、視力が0.2くらいまで達した6か月児には、視覚と聴
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覚で楽しめます。視力が未発達の3～5か月齢の乳児にも

耳からの音だけで満足いく刺激を受けることができます。

梅雨時期には、実際の雨の音を聞きながらリズム遊びが楽

しめる一冊です。

表紙から本文、裏表紙に至るまで、すべて黒の背景にふ

みきりの絵、そしてふみきりの音で構成される『かんかん

かん』（福音館書店）は、5～6か月くらいの男児が必ず気

に入る絵本です。男児は乗りものの音の響きに敏感に反応

するので、「かんかんかん」の踏切の音に続いて、列車に

乗ってやってきたものたちをオノマトペで愉快に表現した

この絵本は、1～2歳児が自ら選ぶ絵本でもあります。

谷川俊太郎作『ぽぱーぺぽぴぱっぷ』（クレヨンハウス）

はタイトルでも示すとおり、大人には発音練習のような言

葉使いのオノマトペ絵本です。その言葉使いが乳児にとっ

て楽しい響きとなります。乳児、特に月齢が低いほど、オ

ノマトペのなかでも「ぱぴぷぺぽ」に強く反応します。本

書や『ごぶごぶ ごぼごぼ』『ぴっつんつん』に代表される

ような、「ぱぴぷぺぽ」を扱った絵本を、私たちは「パピ

プペポ絵本」と表現しています。オノマトペ絵本はたくさ

んありますが、視力が未発達の2～3か月児へパピプペポ

絵本を特にすすめることで、読みあいデビューのお母様が

早く手ごたえを掴む支援に一役かってくれています。

○ウキウキワクワク、幼児とオノマトペ絵本
1歳を過ぎて短いストーリーが読めるようになると同時

に、オノマトペとの接し方も発展し、お話の内容を要所で

擬音語・擬態語で表現することによって、幼児に臨場感を

与えることになります。それは、子どもにイメージしやす

く、描かれた絵がオノマトペによって動き出し、よりお話

の世界に入り込めるのです。0歳児のときは、意味を持た

ないオノマトペでリズム遊びをしていたものが、1歳頃に

は意味のある世界でオノマトペがイメージをより具象化す

る役割を持つようになるのです。合わせて、意味を持たな

い抽象的なことば絵本によって創造力を育むことも見逃せ

ません。

擬態語は、快いリズムを作り出すので、短歌や俳句、詩

などの韻文でも重宝されています。また、文学の世界でも

宮沢賢治作品やあまんきみこ作品に代表されるように、オ

ノマトペを巧妙に用いて独特の世界を創出している物語

は、児童文学から大衆文学まで限りありません。

前回の0歳児の事例に続き、1歳児以上の反応を紹介し

ます。

［事例6］Kくん（1歳）
乗りものが大好きなKくんは、乗りもの絵本とアンパン

マン絵本が大好き。Kくんが欠かさず読む絵本『でんしゃ
はうたう』をお母様と読みあい、電車がレールの上を走る
音の響き「たたっ つつっつつ たたっ つつっつつ どどん」
では、キャハハハハと声をあげて毎回大笑い。

Kくんは日常生活でもきっと、電車やバスを見て、その

音を聞いていると思いますが、お母様から発せられる電車

の擬音語と実際の電車がリンクし、軽快なリズムを心地よ

く感じているから、「笑い」として表出されるのだと思わ

れます。

［事例7］Yくん（3歳）
秋のおはなし会で、はじめのお話『もみじちゃんとチュ

ウ』で繰り返される「パラッパ パラッパ」のフレーズを、
3回目くらいから読み手と一緒に口にするYくん。耳から
の感覚に響いたようで、他の4冊を読む間も、「パラッパ
パラッパ」と口ずさみ、帰り際もバイバイではなく「パ
ラッパパラッパ」でさようなら。

もみじちゃんが出会った生きものたちにチュウをしてい

くお話で、「チュウ」も擬音語です。読み手は、お話全般

を通常の語り口調で読み、「パラッパ」のオノマトペだけ

をリズミカルに読むという演出をしたので、余計に幼児の

感覚に響いたと思われます。

［事例8］他の医院のおはなし会で（2～4歳）
『もみじちゃんとチュウ』ではなく、おしまいのお話『だ
んごむしのダディ ダンダン』に対する反応大。だんごむし
が逃げ走る様を表現した擬態語を読み手が軽快に読むこと
で、子どもたちは身を乗り出して聴き入る。「しゃかしゃ
かしゃかしゃか」「ころんころんころんころん」などのオ
ノマトペはお母様にも好評で、子どもと一緒に満面の笑顔
で聴き入る。
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おはなし会終了後は、お母様から本書を見せてほしいと

のリクエストと、「絵を音で表現していてすごいと思った」

との記述感想がありました。子どもから大人までが楽しめ

る、それがオノマトペの力です。

○広がれ羽ばたけ、日本語オノマトペ
日本語オノマトペは、日本語の「貧弱な音節を補う意味

で、日本人同士でないと理解し合えない微妙なニュアンス

の言葉を作り出し、最小の音節で最大の効果を出そうとす

るので、豊かな感性と想像力が必要となってくる。」と田

森育啓氏は解説しています6）。日本語オノマトペは大人と

子どもが共有できる言葉で、子どもから大人へと感性を育

む力となります。

乳幼児の歌唱音声の発達研究を牽引する志村洋子氏は、

「あかちゃんは普通の話しかけよりもマザリーズ※2に敏感

に反応する。とくに、抑揚が大きい言葉に強い興味を示す」

として「歌いかけ」をすすめ、「抑揚をつけてゆったり話

しかけるマザリーズはとても豊かなメロディーを持ってい

る」と言います9）。この論理にオノマトペが当てはまるの

です。「歌いかけ」同様、「お話」未満のオノマトペをリズ

ムよく語ってあげることで、乳児は心地よい振動を受ける

ことになるのです。

絵本に使われたオノマトペは、お母様、お父様が発する

オノマトペによって乳児の感覚を刺激し、表情と身体の全

身を駆使して喜びを表現することで、コミュニケーション

を図ります。その交流によって親子の信頼関係も深まるの

です。また幼児は、オノマトペによって絵に動きを引き起

こし、新しい意味を持つ世界へと入っていき、容易に物語

世界へ誘われ、体験や活動の場を広めて、感じ考え伝える

行為へとつながっていくことになるのです。

すばらしい言語文化を持った私たち日本人は、その日本

語のオノマトペを積極的に生活に取り入れていることに気

付いていないようです。絵本に多用されるオノマトペを乳

幼児とのコミュニケーションに活用し、子どもたちの感覚

を刺激しながら信頼関係を深めるツールとしての役割も発

揮させていきましょう。
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※2 1970年代アメリカで提唱されはじめたMother’s Mothereseで
“母親の母親語”。お母様から赤ちゃんへの独特な言葉がけの
総称で身体や言葉の成長まで促すと言われています。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


